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全国地方独立行政法人病院協議会

　平成12年12月１日の閣議において地方自治体への独立行政法人制度の導入を検討する

ことが決定されて以降、平成15年８月の法律の成立・制定により、自治体病院において

も独立行政法人化の議論が活発化した。

　平成16年４月の地方独立行政法人法の施行により、病院として「医療の質の向上」と「健

全経営」という明確な目的を達成するため、医療環境の変化に柔軟かつスピード感を持っ

て対応できる運営を行い、安全・安心な医療の提供や満足度の向上など、地域の中で住民

から信頼される病院づくりに向けて、さらに発展できることとなった。

　自治体病院の多くは、地方公営企業法適用の行政の一部出先機関であり、病院経営の基

本である人事・財務については、自治体において事前統制が行われ、組織・職制、職員の

任免、人事・給与、勤務条件、労働協約の締結、予算編成、医療設備整備などについても、

病院長の権限が大きく制限されてきた。

　また、経営責任も曖昧であり、非効率、経営マインドの欠如など「医療」という一つの

目的を共有する組織とは言い難い行政との混在組織であった。

　なお、平成19年に総務省から出された公立病院改革ガイドプランによる全部適用への

移行も進んでいるが、行政の関与は依然として存在し、病院長の病院経営全般に関する権

限は地方独立行政法人のレベルには達していないのが現状である。

　平成17年４月を皮切りに、平成27年11月現在、81の自治体病院が地方独立行政法人 

に移行し、設立団体から示された目標を達成するため、民間の経営手法を導入するなど、

創意工夫しながら自主性と透明性を持って病院運営に取り組んでいる。

　この独法のメリットを最大限発揮させ、さらなる地域医療の発展を図ることを目的に、

政策医療の財源確保や目的積立金の戦略的投資など各病院が抱える様々な課題について協

議するため、平成24年11月22日に全国地方独立行政法人病院協議会を設立した。

　私たちは、本会での情報交換を通して会員相互の理解を図り、切磋琢磨して自己決定・

自己責任による病院改革に努め、地方独立行政法人の病院としてさらに進化し、時代の要

請に応え、地域に貢献することが社会的使命であると確信する。

※設立総会趣意書から引用
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　この度、「第４回全国地方独立行政法人病院協議会総会」を山形県酒田市で開催する運びとな
りました。地方での開催にもかかわらず、全国各地から大変多くの参加をいただき誠にありがと
うございます。
　本総会では、現状調査報告と事例発表のほか特別講演の時間を御用意し、参加者が共通の課題
と向き合い、実りある意見交換の場になるよう準備を進めてまいりました。
　御承知のとおり、各医療機関において医療機能を自主的に選択し報告する「病床機能報告制度」
が開始され、都道府県において検討が始まった「地域医療構想」は、「2025年の医療需要と病床
の必要量」「目指すべき医療提供体制を実現するための施策」等を策定するものであり、公的医
療機関にとっても、「地域医療構想」を踏まえた病院運営が今後の大きな課題となります。
　このような現状を踏まえ、特別講演は、政策研究大学院大学教授 島崎謙治先生から「人口構
造の変容と医療政策の課題」を、山形大学大学院教授 村上正泰先生からは「最近の医療政策と
医療提供体制改革の課題」をそれぞれ御講演いただきます。
　また、「医療の質の向上」と「健全経営」に資するため、岡山県精神科医療センターの赤木常
務理事からは「経営」と「人事・給与」に関するアンケート調査の結果を分析した現状調査報告
を行っていただき、事例発表では、日本海総合病院 島貫隆夫院長代理と一般社団法人酒田地区
医師会十全堂副会長 佐藤顕先生から、山形県庄内地域で導入されている地域医療情報ネットワー
ク「ちょうかいネット」の紹介をさせていただきます。
　翌日には、日本海総合病院の施設見学会を実施し、当病院の紹介をさせていただくとともに、
酒田市内の施設等も御案内させていただきます。日本海の海の幸はもちろんのこと、実りの秋を
迎え、庄内米、庄内柿などの農産物も大変おいしい季節になりました。是非この機会に古き良き
面影を残す「湊町さかた」を御堪能いただけると幸いに存じます。
　最後に、本総会の開催が、公的医療機関をとりまく多くの課題を解決する一助となり、さらな
る地域医療の発展が図られることを祈念申し上げ挨拶といたします。

第4回 全国地方独立行政法人病院協議会総会
当番世話人あいさつ

当番世話人　栗谷 義樹
地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　理事長
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第4回全国地方独立行政法人病院協議会総会�

 次　第　〔 開場　10：00 〕

1 開　会�──────────────── 11：00〜11：30
会長挨拶　全国地方独立行政法人病院協議会会長� 中 島 豊 爾

歓迎挨拶　地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構理事長� 栗 谷 義 樹

来賓祝辞　山形県知事� 吉村美栄子

　　　　　酒田市長� 丸 山 　 至

　　　　　全国自治体病院協議会会長� 邉 見 公 雄

　　　　　総務省自治財政局公営企業課準公営企業室長� 長谷川淳二

2 第４回総会�────────────── 11：30〜12：00
議長選出

第３期事業実績報告及び第３期収支決算について

第４期事業計画（案）及び第４期収支予算（案）について

第５回、第６回総会の当番世話人について

その他

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〔 昼食休憩　12：00〜13：00 〕‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

3 独法化後の現状調査報告�──────── 13：00〜13：45
報告者：地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 
� 常務理事　赤 木 一 成
   座　長：地方独立行政法人福岡市立病院機構福岡市民病院事務部長� 石 田 慶 治

	 日　時：平成27年11月６日（金）　11：00～19：15
	 会　場：ホテルリッチ＆ガーデン酒田 １階「スカンジナビア」

第４回全国地方独立行政法人病院協議会総会
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4 事例発表�─────────────── 13：45～14：30
演　題：「ちょうかいネット」の紹介
演　者：地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 
� 日本海総合病院院長代理　島 貫 隆 夫
演　題：「ちょうかいネット」の軌跡
演　者：一般社団法人酒田地区医師会十全堂副会長 
　　　　さとう内科クリニック院長� 佐 藤 　 顕
   座　長：地方独立行政法人岡山市立総合医療センター理事長� 松 本 健 五

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〔 休憩　14：30〜14：50 〕‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

5 特別講演Ⅰ�────────────── 14：50～15：50
演　題：「人口構造の変容と医療政策の課題」
演　者：政策研究大学院大学 
� 医療政策コース・ディレクター教授　島 崎 謙 治
   座　長：地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構理事長� 栗 谷 義 樹

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〔 休憩　15：50〜16：00 〕‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

6 特別講演Ⅱ�────────────── 16：00～17：00
演　題：「最近の医療政策と医療提供体制改革の課題」
演　者：山形大学大学院医学系研究科医療政策学講座教授� 村 上 正 泰
   座　長：地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構理事長� 栗 谷 義 樹

7 意見交換会�────────────── 17：15～19：15



事 業 計 画 （案）

第 ３ 期

第4回全国地方独立行政法人病院協議会総会�

総　会

全国地方独立行政法人病院協議会　第３回総会
　日　時：平成26年11月７日（金）　11：00～
　場　所：ホテルメトロポリタン　３階「富士」
　　　　 （〒171-8505　東京都豊島区西池袋1-6-1）

１　開会式
２　第３回総会
３　独法化後の現状調査報告　事務局
４　事例発表

演　者：地方独立行政法人岐阜県総合医療センター理事長（兼）院長　滝谷　博志
　　　　 「地域中核病院における独法化の経緯とその後」

５　特別講演Ⅰ
演　者：社会福祉法人恩賜財団済生会支部福井県済生会病院院長　登谷　大修
　　　　 「福井県済生会病院の理念とその実践 ～病院の差は職員の差～」

６　特別講演Ⅱ
演　者：産業医科大学教授　松田　晋哉
　　　　 「日本の医療の将来展望と病院の取るべきスタンス」

７　東京都健康長寿医療センターの概要

幹事会

 第１回 
　日　時：平成26年11月６日（木）　16：00～18：00
　場　所：地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター
　　　　　 （東京都板橋区栄町35-2）

事 業 実 績 報 告

第 ３ 期



�

　出席者：岡山県精神科医療センター　　５名　　　京都市立病院機構　　　　　　３名
　　　　　福岡市立病院機構　　　　　　２名　　　山形県・酒田市病院機構　　　２名
　　　　　静岡県立病院機構　　　　　　３名　　　長野県立病院機構　　　　　　１名
　　　　　東京都健康長寿医療センター　６名
　議　題
　　１　役員人事について
　　２　第３回総会について
　　３　第３期事業計画（案）並びに、第３期収支計画（案）について
　　４　次期世話人病院について
　　５　その他連絡事項

幹事事務局会

 第１回 
　日　時：平成27年１月29日（木）　16：00～18：00
　場　所：AP浜松町　会議室H
　　　　　 （東京都港区芝公園2-4-1  ダヴィンチ芝パークB館地下１F）
　出席者：岡山県精神科医療センター　　３名　　　静岡県立病院機構　　　　　　２名
　　　　　京都市立病院機構　　　　　　３名　　　福岡市立病院機構　　　　　　１名
　　　　　山形県・酒田市病院機構　　　４名　　　東京都健康長寿医療センター　４名
　　　　　神戸市民病院機構　　　　　　４名
　議　題
　　１　第３回総会について

⑴　第３回総会決算報告
⑵　第３回総会アンケート結果報告

　　２　第４回総会について
⑴　第３回当番世話人より第４回当番世話人に引継ぎ

　　３　「病院改革セミナー」について

 第２回 
　日　時：平成27年５月29日（金）　15：30～18：00
　場　所：都市センタービル７階708号室
　　　　　 （東京都千代田区平河町2-4-1）
　出席者：岡山県精神科医療センター　　３名　　　静岡県立病院機構　　　　　　２名
　　　　　福岡市立病院機構　　　　　　１名　　　山形県・酒田市病院機構　　　４名
　　　　　神戸市民病院機構　　　　　　１名　　　



第4回全国地方独立行政法人病院協議会総会�

　議　題
　　１　「病院改革セミナー」アンケート結果報告
　　２　第４回総会の進捗状況について
　　３　第３期アンケート調査内容について

⑴　看護師の職位調査
⑵　医師の確保・ワークライフバランスについての調査
⑶　給与制度、人事評価制度について
⑷　決算状況調査
⑸　経営状況についてのアンケート

 第３回 
　日　時：平成27年８月18日（火）　11：00～14：00
　場　所：地方独立行政法人岡山県精神科医療センター
　　　　　 （岡山県岡山市北区鹿田本町3-16）
　出席者：岡山県精神科医療センター　　３名　　　
　議　題
　　１　第４回総会アンケート調査内容について

⑴　集計・分析
⑵　報告方法

 第４回 
　日　時：平成27年９月４日（金）　15：30～18：30
　場　所：剛堂会館６F会議室
　　　　　 （東京都千代田区紀尾井町3-27  剛堂会館ビル）
　出席者：岡山県精神科医療センター　　３名　　　静岡県立病院機構　　　　　　３名
　　　　　福岡市立病院機構　　　　　　１名　　　山形県・酒田市病院機構　　　４名
　　　　　神戸市民病院機構　　　　　　２名　　　
　議　題
　　１　第４回総会について
　　２　第４回総会アンケート調査の集計・分析の進捗状況について
　　３　第３期事業報告書（案）、第３期収支決算書（案）について
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調　査

　内　　容
　　⑴　看護師の職位調査
　　⑵　医師の確保・ワークライフバランスについての調査
　　⑶　給与制度、人事評価制度について
　　⑷　決算状況調査
　　⑸　経営状況についてのアンケート
　対　　象　全国の地方独立行政法人及び病院
　調査期間　平成27年７月から平成27年８月

研　修

 第１回 
　テーマ「地方独立行政法人病院の財務・会計、なるほど！セミナー」
　日　時：平成26年12月12日（金）　13：00～17：00
　場　所：AP浜松町
　　　　　 （東京都港区芝公園2-4-1  ダヴィンチ芝パークB館地下１F）
　対　象：全国の地方独立行政法人及び病院職員

 第２回 
　テーマ「病院改革セミナー」
　日　時：平成27年１月30日（金）　11：00～16：00
　場　所：AP浜松町
　　　　　 （東京都港区芝公園2-4-1  ダヴィンチ芝パークB館地下１F）
　対　象：自治体関係者及び自治体病院関係者

 第３回 
　テーマ「独法制度や新ガイドラインについて学ぼう！セミナー」
　日　時：平成27年６月12日（金）　13：00～16：35
　場　所：AP浜松町
　　　　　 （東京都港区芝公園2-4-1  ダヴィンチ芝パークB館地下１F）
　対　象：全国の地方独立行政法人及び病院職員、自治体関係者及び自治体病院関係者



第4回全国地方独立行政法人病院協議会総会�

啓発活動

 第１回 
　テーマ「地方独立行政法人化後の現状について～自治体病院を変える～」
　日　時：平成27年２月５日（木）　18：00〜
　場　所：愛知県内の自治体病院
　対　象：職員

 第２回 
　テーマ「独法化後の経営状況について」
　日　時：平成27年５月14日（木）　17：30〜
　場　所：栃木県内の自治体病院
　対　象：職員

 第３回 
　テーマ「自治労病院労組全国交流集会講演 独法化後の経営状況について」
　日　時：平成27年６月６日（土）　10：00〜
　場　所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター （東京都新宿区市ヶ谷八幡町8）
　対　象：自治労加入組合員

新規加入実績

　機構／病院

⃝ 地方独立行政法人　大阪市民病院機構
　　総合医療センター
　　十三市民病院
　　住吉市民病院

⃝ 地方独立行政法人　芦屋中央病院
　　芦屋中央病院

２法人４病院加入



�

歳 入� （単価：円）
科　目 予算額 決算額 差引額 備　考

 1．会　費 3,700,000 3,600,000 △ 100,000
入会金 250,000 150,000 △ 100,000 ３病院
年会費 3,450,000 3,450,000 0 69病院

 2．諸収入 1,000,300 439,761 △ 560,539 火災保険事務手数料、預金利息等
 3．繰越金 799,916 799,916 0 第２期からの繰越金

歳入合計 5,500,216 4,839,677 △ 660,539

歳 出� （単価：円）
科　目 予算額 決算額 差引額 備　考

 1．事務費 1,350,000 1,227,998 △ 122,002
通信運搬費 50,000 45,704 △ 4,296 アンケート調査、セミナー案内郵送料、HP管理料他
消耗品費 50,000 28,272 △ 21,728 コピー用紙、ハガキ他
旅費 1,200,000 1,135,900 △ 64,100 幹事事務局会他
雑費 50,000 18,122 △ 31,878 振込手数料、手土産代他

 2．給与費 560,000 204,940 △ 355,060
事務員給与 560,000 204,940 △ 355,060 事務局給与

 3．会議費 550,000 553,762 3,762
総会助成金 450,000 450,000 0 第４回総会助成金（山形）
諸会議費 100,000 103,762 3,762 会場代、お茶代他

 4．事業費 2,500,000 2,137,040 △ 362,960
活動費 1,500,000 367,416 △ 1,132,584 啓発活動、研修会(病院改革セミナー、財務会計セミナー、

地独法制度セミナー）赤字分の補填他

印刷製本費 1,000,000 1,769,624 769,624「経営」、「人事・給与」冊子他
 5．予備費 540,216 715,937 175,721 ※うち150,000円は活動基金として積立支出

歳出合計 5,500,216 4,839,677 △ 660,539

積立金の増加額及び残額� （単価：円）
科　目 第３期期首 増加額 第４期期首 備　考
活動基金 3,200,000 150,000 3,350,000

※ 5．予備費の内訳
 5．予備費 715,937

　 積立金 150,000

　 第４期繰越金 565,937

第３期収支決算書
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事 業 計 画 （案）

第 ３ 期

１　事業目的

　全国地方独立行政法人病院協議会は、地方独立行政法人の病院として、住民から信頼される病院
機能を果たすため、医療環境の変化に柔軟に対応できる業務運営の効率化と医療サービスの向上を
図ることを目的とする。

２　第５回定例総会・幹事会・記念講演の開催

 （平成28年10月予定）

３　活動計画

　独法化後の病院経営を把握するため、決算状況等関連する財務データの蓄積を行い、病院ごとの
経営指標の動向を調査する。また、会員の要望に基づくアンケート調査及び必要に応じたヒアリン
グ調査を行い、公立病院が担う役割の確保と経営の効率化のための病院改革に資する活動を展開する。
　第４期においては、職員の専門性の向上を図るため、地方独法制度を活かした人事･労務、経営
分析、内部統制などの研修会を重点的に開催し、病院経営を担うプロパー職員の人材育成に努める
こととする。
　このため、次の事項の調査・活動を継続的に行い、定例総会で発表することとする。

⑴　定例総会発表

　◆�　独法化による病院経営状況調査�
　決算状況（新規加入病院は独法化以前も含む）と主要指標との関連

　◆　人事・給与制度調査

⑵　当協議会会員を対象とした専門研修会開催

　◆�　「病院マネジメントのための経営指標の分析について」�
①　日時：平成28年１月予定 
②　場所：東京都 

事 業 計 画

第 ４ 期

（案）
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③　対象：当協議会会員法人及び病院の経営担当者等（80名） 
④　内容：経営指標の分析手法等の研修会 
⑤　講師：未定

　◆� 「人事･労務・内部統制」専門研修会�
①　日時：平成28年春予定 
②　場所：東京都 
③　対象：当協議会会員法人及び病院の人事担当職員等（80名） 
④　内容：地方独立行政法人法の特長を活かした人事・給与制度に関する研修会 
　　　　　 （人事評価／労務管理／福利厚生／給与制度等） 
⑤　講師：未定

⑶　課題･要望等の調査

⑷　国への要望活動・連絡会議

４　広報活動

⑴　研修会の開催
　新公立病院改革プランの策定により、独法化移行予定の病院及び病院改革を検討している自治
体関係者・病院長等を対象に研修会を行い、独法化後の病院改革の実践例とそのメリットを広報し、
これからの地域医療のあり方を提言する。
①　日時：平成28年春予定
②　場所：東京都
③　テーマ：「公立病院の役割と経営の効率化」
④　対象者：自治体病院関係者（80名）
⑤　講師：未定　

⑵　ホームページの充実
　会員病院概要、活動内容等についてホームページにより広報する。

⑶　新規加入に向けての取組み
　病院改革を検討している自治体に向けて独法化へのメリットを発信するとともに自治体及び
自治体病院からの相談に積極的に対応して地方独立行政法人化への移行を促すこととする。
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歳 入� （単価：円）
科　目 第３期予算額 第４期予算額 比較増減 備　考

 1．会　費 3,700,000 3,950,000 250,000
入会金 250,000 250,000 0 ５病院（予定）
年会費 3,450,000 3,700,000 250,000 74病院

 2．諸収入 1,000,300 700,300 △ 300,000 保険料事務請負手数料、預金利息等
 3．繰越金 799,916 565,937 △ 233,979 第３期からの繰越金

歳入合計 5,500,216 5,216,237 △ 283,979

歳 出� （単価：円）
科　目 第３期予算額 第４期予算額 比較増減 備　考

 1．事務費 1,350,000 1,350,000 0
通信運搬費 50,000 50,000 0 切手、はがき代他
消耗品費 50,000 50,000 0 コピー用紙他
旅費 1,200,000 1,200,000 0 幹事会、幹事事務局会他
雑費 50,000 50,000 0 手数料等

 2．給与費 560,000 560,000 0
事務員給与 560,000 560,000 0 事務局人件費

 3．会議費 550,000 550,000 0
総会助成金 450,000 450,000 0 第５回総会助成金
諸会議費 100,000 100,000 0 幹事・事務局会一部負担金

 4．事業費 2,500,000 2,300,000 △ 200,000
活動費 1,500,000 1,000,000 △ 500,000 研修会（3回）、自治体向けセミナー（1回）
印刷製本費 1,000,000 1,300,000 300,000 各種アンケート調査冊子作成等

 5．予備費 540,216 456,237 △ 83,979 うち入会金250，000円は、活動基金として積立予定

歳出合計 5,500,216 5,216,237 △ 283,979

積立金の増加額及び残額� （単価：円）
科　目 第４期期首 増加額 第５期期首 備　考
活動基金 3,350,000 250,000 3,600,000

第４期収支予算書（案）
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全国地方独立行政法人病院協議会事務局　　
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター

常務理事　赤木 一成

独法化後の
現状調査報告について

　当協議会は、「医療の質の向上」と ｢健全経営｣ という明確なテーマを掲げ、決算状況や人事・
給与実態などの調査結果をもとに分析し、公立病院経営の健全化に資するための情報を提供す
ることによって共通のテーマで議論するなど切磋琢磨して信頼される病院づくりに貢献したい
と考えています。
　今回、独法化後の財務と人事･給与の実態調査を行い、その調査結果を「経営」・「人事・給与」
に分け、冊子にまとめて報告させて頂いています。
　「経営」については、平成26年度病院会計決算を調査し、独法化前年度と以後の年度別の経
営状況と医師･看護師配置状況の推移との関連を簡潔にまとめ、独法化のメリットを活かした
経営指数の傾向を発表します。平成26年度決算では人件費の増や消費税アップ、診療報酬の
マイナス改定により医業収支比率、経常収支比率の黒字病院が減少しています。今後も平成
24年度をピークに右肩下がりの厳しい経営状況が続きますが、この状況のなかで医業収支比
率が対前年度比較でアップした病院については、その実践した取り組みとともに紹介いたします。
　次に、「人事・給与」では、昨年度の看護師の給与実態に引き続き、看護師の職位について
調査を行い、実態を分布表にして報告し、病院経営の人件費に直接関連する人事の問題点を探
ることとします。
　また、ご要望のあった医師確保対策についてもアンケート調査を行い、特に効果のあった事
例を紹介します。
　平成28年４月には新しく５病院が地方独立行政法人病院に移行する予定ですが、地域医療
構想と連動して公立病院改革を検討するなかで、今後、多くの自治体が経営形態を模索し、地
方独立行政法人化を進める方向にあると思います。このため、当協議会としてもできるだけ多
くの自治体・病院関係者に対して独法化のメリットである権限強化と効率化を発信して公立病
院改革の働きかけを行うこととしています。
　最後になりましたが、第４回協議会総会を開催するにあたりご尽力を頂きました地方独立行
政法人山形県･酒田市病院機構の皆様方に厚くお礼申し上げます。
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地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構
日本海総合病院院長代理

島貫 隆夫

「ちょうかいネット」 の紹介

事 例 発 表

　地域の医療機関が情報を共有し、治療方針や医療プロセスが共有され可視化・標準化される

と、地域医療の質が向上するものと考える。医療情報共有を実現するために地域医療情報ネッ

トワーク「ちょうかいネット」を構築し運用してきたので、システムの現状ならびに今後の課

題について報告する。

　庄内２次医療圏は人口28万4,845人、高齢化率30.9%の地域である。2011年４月より北庄

内での運用を開始し、2012年６月より南庄内が参加して庄内全域での運用となった。情報開

示病院では、診療録（医師記録）を全面的に開示している。利用している診療情報サービスは

ID-Link（株式会社エスイーシー）である。

　情報開示施設は５ヵ所、2015年９月１日現在の総登録患者数は17,856人である。これは圏

域住民の6.4％にあたる。ちょうかいネットにおけるコンテンツの利用状況を見ると、診療録

へのアクセスが圧倒的に多く、診療録の全面開示が「ちょうかいネット」発展の原動力と推察

する。

　病-診連携において、診療所医師は診療録を参照することにより、病院への紹介患者の状況

をほぼリアルタイムに知ることが出来る。病-病連携においては、診療録と放射線画像参照が

連携に有用である。病院間で、お互いに画像を見ながら電話で検討することも可能である。大

動脈瘤破裂や急性解離性大動脈瘤などの緊急症例では、患者が搬送到着する前にCT画像など

の詳細な検討ができ、術式の決定に役立っている。

　利用施設でのアクセス件数は順調に伸びているが、課題は参加施設の伸び悩みである。庄内

二次医療圏では診療所が174あり、ちょうかいネットに参加登録している診療所は88（51%）

あるが、10例以上登録し利用しているactive診療所は51（31%）と、まだ活用が約３割にと

どまっているのが現状である。今後は「ちょうかいネット」の更なる利用拡大を進め、包括的

な水平関係の地域連携が築けるように努めてゆきたい。
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　ちょうかいネットは、山形県酒田市にある日本海総合病院を中心として2011年４月から稼

働を開始した。日本海総合病院（646床）と本間病院（154床）を情報開示病院として、診療

所は開示病院の情報を閲覧する一方向の集中型情報共有システムであったが、特徴は日本海総

合病院の診療録を全面的に開示したことである。その後、開示病院として荘内病院（鶴岡市、

521床）、庄内余目病院（庄内町、324床）を加え、2015年９月１日現在、開示病院５施設と

参加診療所63施設を含めた参加施設は152ヵ所となり、登録患者数も17,856人に達し、山形

県庄内地方（酒田市・鶴岡市・遊佐町・庄内町・三川町）をカバーする医療連携システムとし

て、順調に発展してきている。

　これまで全国で数多くの医療連携システムが構築されてきたが、十分な導入効果が得られて

いないケースが多く、さらには稼働停止に陥っている連携システムも少なくないと指摘されて

いる（平成24・25年度医療IT委員会答申、日本医師会）。こうした状況の中、ちょうかいネッ

トが順調に稼働している最大の理由は、診療録の開示にあると我々は考えている。

　いまや「ちょうかいネット」は診療所の重要なインフラの一つとなっているが、最近では診

療所側からの積極的な情報発信も含めた病診連携など、これまでにはない新たな病診連携の可

能性を感じている。今回の発表では、診療所でどのように「ちょうかいネット」を利用してい

るのかを具体的に示したい。

一般社団法人酒田地区医師会十全堂副会長
さとう内科クリニック院長

佐藤 顕

「ちょうかいネット」 の軌跡

事 例 発 表
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　政策は未来に向けた選択であるが、未来の条件は現在と同じではない。日本は未曽有の超高齢・
人口減少社会を迎える。日本の人口減少は加速し、2040年以降は毎年100万人以上減少する。
総人口の減少以上に深刻なのは人口構成の変化である。高齢者数は2040年頃まで増加する一方、
生産年齢人口や年少人口が激減する。超高齢化や人口減少は経済成長にマイナスの影響を及ぼ
す。生産年齢人口の減少に伴い、財政制約と並んで医療・介護の人的資源制約も大きな問題と
なる。
　2012年度から2025年度の社会保障給付費の推移をみると、増加額の４分の３は医療・介護
であり、社会保障の持続可能性の議論の焦点となる。「2025年問題」（この時までに「団塊の世代」
がすべて75歳に達する）といわれることがあるが、医療提供体制の改革は、着手から完成す
るまで10年程度かかる。したがって、残された時間はほとんどない。
　医療の高度化の要請に対応するためには「医療密度」を高める必要があり、医療機能の分化・
集約化は必須である。また、超高齢社会では「治す医療」だけではなく「生活を支える医療」
も必要になる。そのためには、狭義の医療だけでなく、保健・介護・福祉・就労、さらには「ま
ちづくり」まで視野に入れた総合的な取組みが必要となる。
　国が現在進めている二本柱は地域包括ケアと地域医療構想であるが、以上の観点を踏まえな
いと成功しない。ただし、国の動きを甘くみるべきではない。2018年度は、次期医療計画の
策定、医療費適正化計画、国民健康保険の改正（ポイントは都道府県が財政責任を担う）の施
行、診療報酬と介護報酬の同時改定等の「結節点」となっており、それに向けた取組みが加速
されるからである。また、公立病院改革ガイドラインは地域医療構想と連動していることにも
注目する必要がある。
　医療法等の改正に魂を入れるには、医療関係者はもとより行政や国民を含め意識改革が必要
である。「医療は医学の社会的適用である」という言葉があるが、適用すべき社会経済が一変
する以上、医学や医療のあり方そのものが変わらなければならない。今のままで何とかなると
思っている限り医療制度改革は成就できない。

人口構造の変容と
　　医療政策の課題

政策研究大学院大学
医療政策コース・ディレクター教授

島崎 謙治

特別講演Ⅰ
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　地域医療提供体制改革が地域医療構想策定、診療報酬改定を「車の両輪」として進められて
いる。都道府県が策定する地域医療構想では、将来の医療需要推計を踏まえ、地域ごとに高度
急性期、急性期、回復期、慢性期のそれぞれの必要病床数を示し、2025年に向けて「収れん」
を図ることとされている。地域医療構想には、病床機能の区分のあり方をはじめ、制度上の問
題点があり、有効に機能するかどうか疑問もあるが、今後の医療ニーズの大きな変化を考える
と、持続可能な医療提供体制の再構築に向けた見直しは不可欠であり、救急やがんなどの機能
別、疾患別の患者動向などのデータに基づきながら、臨床現場に根差した視点で、現実的な将
来像を考える必要がある。
　山形県では、県における地域医療構想の検討に先んじる形で、県内の全てのDPC病院から
収集したデータなどを分析し、山形大学蔵王協議会の関連病院部会で議論を進めてきている。
今回の講演では、その取り組み状況も紹介しながら、今後の医療提供体制改革の課題について
議論する。医療提供体制改革は、医師不足対策や医師配置のあり方とも表裏一体の問題であり、
専門医制度改革とも整合的な体制作りが不可欠である。また、医療提供体制改革を進める上で、
新たに創設される「地域医療連携推進法人」を活用することも１つの方法であるが、どのよう
な形を取るにせよ、地域の医療ニーズに適合した体制作りが求められる。
　診療報酬改定については、前回改定からの流れを引き継ぐ形で、入院医療の機能分化が進め
られることになると見られるが、将来的には、地域医療構想との整合性などが課題になってく
るだろう。本来的には、社会保障費を緊縮一本槍で考えるのは正しい政策とは言えないが、客
観情勢として、診療報酬改定をはじめ、厳しい状況になる可能性も見込まれており、今後の政
策決定には注意していく必要がある。

山形大学大学院
医学系研究科医療政策学講座教授

村上 正泰

最近の医療政策と
　　医療提供体制改革の課題

特別講演Ⅱ
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⃝地方独立行政法人　秋田県立病院機構
　　秋田県立リハビリテーション・精神医療センター

⃝地方独立行政法人　市立秋田総合病院
　　市立秋田総合病院

⃝地方独立行政法人　山形県・酒田市病院機構
　　日本海総合病院

⃝地方独立行政法人　宮城県立こども病院
　　宮城県立こども病院

⃝地方独立行政法人　宮城県立病院機構
　　宮城県立がんセンター
　　宮城県立精神医療センター
　　宮城県立循環器・呼吸器病センター

⃝地方独立行政法人　新小山市民病院
　　新小山市民病院

⃝地方独立行政法人　さんむ医療センター
　　さんむ医療センター

⃝地方独立行政法人　東京都健康長寿医療センター
　　東京都健康長寿医療センター

⃝地方独立行政法人　東金九十九里地域医療センター
　　東千葉メディカルセンター

⃝地方独立行政法人　神奈川県立病院機構（本部事務局）
　　神奈川県立足柄上病院
　　神奈川県立精神医療センター
　　神奈川県立がんセンター
　　神奈川県立循環器呼吸器病センター
　　神奈川県立こども医療センター

⃝地方独立行政法人　山梨県立病院機構
　　山梨県立中央病院

⃝地方独立行政法人　長野県立病院機構
　　長野県立阿南病院
　　長野県立木曽病院
　　長野県立こども病院
　　長野県立こころの医療センター駒ヶ根
　　長野県立須坂病院

⃝地方独立行政法人　岐阜県総合医療センター
　　岐阜県総合医療センター

⃝地方独立行政法人　岐阜県立多治見病院
　　岐阜県立多治見病院

⃝地方独立行政法人　静岡県立病院機構
　　静岡県立総合病院
　　静岡県立こころの医療センター
　　静岡県立こども病院

⃝地方独立行政法人　�桑名市総合医療センター 
 （新病院設立準備室）

　　桑名南医療センター

⃝地方独立行政法人　三重県立総合医療センター
　　三重県立総合医療センター

⃝地方独立行政法人　奈良県立病院機構
　　奈良県総合医療センター
　　奈良県西和医療センター
　　奈良県総合リハビリテーションセンター

⃝地方独立行政法人　京都市立病院機構
　　京都市立病院
　　京都市立京北病院

⃝大阪府立精神医療センター

⃝地方独立行政法人　大阪市民病院機構
　　総合医療センター
　　十三市民病院
　　住吉市民病院

⃝地方独立行政法人　りんくう総合医療センター
　　りんくう総合医療センター

⃝地方独立行政法人市立吹田市民病院
　　市立吹田市民病院

⃝地方独立行政法人　堺市立病院機構
　　堺市立総合医療センター

⃝地方独立行政法人　神戸市民病院機構
　　神戸市立医療センター中央市民病院
　　神戸市立医療センター西市民病院

機 構 ／ 病 院機 構 ／ 病 院

簿名院病員会
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⃝地方独立行政法人　加古川市民病院機構
　　加古川西市民病院
　　加古川東市民病院

⃝地方独立行政法人　明石市立市民病院
　　明石市立市民病院

⃝地方独立行政法人　岡山県精神科医療センター
　　岡山県精神科医療センター

⃝地方独立行政法人　岡山市立総合医療センター
　　岡山市立市民病院
　　岡山市立せのお病院

⃝地方独立行政法人　広島市立病院機構
　　広島市立広島市民病院
　　広島市立安佐市民病院
　　広島市立舟入市民病院
　　広島市立リハビリテーション病院

⃝地方独立行政法人　徳島県鳴門病院
　　徳島県鳴門病院

⃝地方独立行政法人　府中市病院機構
　　府中市民病院
　　府中北市民病院

⃝地方独立行政法人　山口県立病院機構
　　山口県立総合医療センター
　　山口県立こころの医療センター

⃝地方独立行政法人　下関市立市民病院
　　下関市立市民病院

⃝地方独立行政法人　福岡市立病院機構
　　福岡市立こども病院
　　福岡市民病院

⃝地方独立行政法人　大牟田市立病院
　　大牟田市立病院

⃝地方独立行政法人　筑後市立病院
　　筑後市立病院

⃝地方独立行政法人　芦屋中央病院
　　芦屋中央病院

⃝地方独立行政法人　川崎町立病院
　　川崎町立病院

⃝地方独立行政法人　長崎市立病院機構
　　長崎みなとメディカルセンター  市民病院
　　長崎みなとメディカルセンター  成人病センター

⃝地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館
　　佐賀県医療センター好生館

⃝地方独立行政法人　那覇市立病院
　　那覇市立病院

※平成28年度移行予定
　　静岡市立静岡病院

◆地方独立行政法人 � 45 法人
　当協議会加入法人 � 41 法人
◆地方独立行政法人病院 � 81 病院
　当協議会加入病院 � 70 病院
　うち独法化移行前病院 � 1 病院

平成27年11月現在

機 構 ／ 病 院機 構 ／ 病 院
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第１章　総則
　 （名称）
第１条　この会は、全国地方独立行政法人病院協議会（以下「本会」という。）と称する。
　 （目的）
第２条　本会は、地方独立行政法人（以下「法人」という。）の病院として、住民から信頼される

病院機能を果たすため、会員相互の交流を行い、医療環境の変化に柔軟に対応できる業務運営の
効率化と医療サービスの向上を図ることを目的とする。

第２章　会員
　 （会員）
第３条　本会の会員は次のとおりとする。
　⑴�　地方独立行政法人法第21条第３号チ（病院事業）に基づく法人の理事長で本会の目的に賛

同して加入したもの
　⑵�　前号の法人に属する病院長で、本会の目的に賛同して加入したもの
　⑶�　⑴の法人化を予定している法人の理事長予定者又は病院長予定者で、本会の目的に賛同して

加入を希望するもの
　⑷�　その他、会員の推薦があり、幹事会において承認されたもの
　 （入会及び会員資格の継承）
第４条　本会に入会しようとする者は、所定の入会申込書に記名押印の上、会長に提出するものと

する。
２　会員が理事長又は病院長職を退いたときは、後任の者が会員資格を引き継ぐものとする。
　 （退会）
第５条　本会を退会しようとする会員は、その旨を会長に届け出るものとする。

第３章　役員
　 （役員及び事務局）
第６条　本会に、次の役員を置く。
　⑴　会長　　　１名
　⑵　副会長　　４名
　⑶　監事　　　２名　
２　会長、副会長及び監事は第３条第１号及び第２号に規定する会員のうちから総会において選任

する。ただし、任期中に会長が退任する場合は、副会長のうちから、会長が後任者を指名する。
３　本会の事務局は、会長の属する法人内に置く。

全国地方独立行政法人病院協議会会則
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　 （職務）
第７条　会長は、会務を総括し、本会を代表する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときはその職務を代行する。
３　会長及び副会長で幹事会を構成し、本会の運営に当たる。
４　監事は、会計を監査する。
　 （任期）
第８条　役員の任期は２年とし、選任された年の翌々年の定例総会の終了の時までとする。ただし、

補欠により選任された役員の任期は、前任者の任期とする。
２　役員は、再任されることができる。

第４章　会議
　 （会議の開催）
第９条　本会は、第２条に規定する目的を達成するため、年１回定例総会及び幹事会を開催する。
２　会長が必要と認めた場合は、臨時に総会及び幹事会を開催することができる。
　 （総会の運営）
第10条　総会は、会員をもって構成する。ただし、総会に出席できない会員は、会員の属する法人

の職員に代理させることができる。
２　総会の議長は、会長がこれに当たる。
３　総会において、次々年度の定例総会を担当する当番世話人を指名する。
　 （総会の議決）
第11条　総会は次の事項について議決する。
　⑴　会則の変更
　⑵　事業計画及び収支予算、並びにその変更
　⑶　事業報告及び収支決算
　⑷　役員の選任又は解任
　⑸　その他会の運営に関する変更事項
２　総会は会員の過半数の出席がなければ開会することができない。
３　総会の議決は出席した病院の過半数をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところによ

る。ただし、第３条  第３号、第４号会員は議決権を行使できない。
　 （幹事会の運営）
第12条　幹事会は、会長及び副会長をもって構成する。
２　幹事会の議長は、会長がこれに当たる。
３　幹事会は本会の運営を行う。
　 （当番世話人の事務）
第13条　当番世話人は、幹事会の了承の下、次に掲げる事務を行う。
　⑴　開催日時及び会場の決定
　⑵　次第の決定
　⑶　議題のとりまとめ
　⑷　開催中の庶務
　⑸　終了後の事務局への会計報告
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　 （会議に要する経費）
第14条　当番世話人は、定例総会運営に要する経費を見積もり、定例総会開催の２ヶ月前までに事

務局へ当該金額の報告を行う。
２　事務局は、前項の規定により報告を受けた金額を定例総会の開催前に当番世話人に納付する。
３　当番世話人は、定例総会終了後すみやかに支出証拠書類を付して事務局に対し報告する。

第５章　会計
　 （会費）
第15条　会員は、別表で定める会費を事務局に納入しなければならない。
　 （会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年10月１日に始まり、翌年９月30日に終わる。
　 （会計報告）
第17条　事務局は、定例総会において収支予算及び監事の監査を経た収支決算の承認を得なければ

ならない。

第６章　補則
　 （その他）
第18条　この会則は、総会の決議を経て変更することができる。
２　この会則で定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が幹事会の了解を経て別

に定める。

　　　附　則
　この会則は、平成24年11月22日から施行する。
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MEMO ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



26 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

快適で安全性の高い快適で安全性の高い快適で安全性の高い快適で安全性の高い 高度医療環境を提供します。高度医療環境を提供します。高度医療環境を提供します。高度医療環境を提供します。
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）



28 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

総合建設業 秀麗工業株式会社
営繕 工 事 ひ と す じ 35 年

代表取締役

小　松　盛　生
住所 〒998-0053  酒田市若宮町二丁目16-1
TEL. ０２３４－３１－１５３３

KOMATSU
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）



30 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

私たちが事務所ビル、商業ビル、病院、工場等の
建物の運営から維持管理まで、まるごとサポートします。

■庄内支社／酒田市京田1丁目2-7  ☎（0234）31-1818（代）
■本　　社／山形市大字志戸田550
■支　　社／仙台　■営業所／米沢・新庄・東根・寒河江
　http://www.ybma-ybs.co.jp

株式会社 山形ビルサービスYBS
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）



32 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）



34 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

緑・水・エルデック

私たちは、
一個の重さを知っています

代表取締役社長　加藤　聡
本　　　社　山形県酒田市東町一丁目1-8  tel. 0234･23･5411（代表）
鶴岡営業所　鶴岡市道形町20-5  tel. 0235･23･2311（代表）
山形営業所　山形市下条町二丁目19-16  tel. 023･674･0667
秋田営業所　秋田市新屋豊町7-79  tel. 081･896･0844
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

山
形
県
酒
田
市

ふるさとのお買い物は

山

居

倉

庫

酒田夢の倶楽
酒田の歴史と工芸品の｢華の館｣と
土産販売と食事処「幸の館」
を有した魅力の観光スポット。
湊町に育まれた
粋な文化と雅な世界で、
往時の酒田に思いを
馳せてみませんか。

                    酒田夢の倶楽

                   一般社団法人 酒田観光物産協会

                            〒９９８－０８３８

                                 山形県酒田市山居町１丁目１番２０号

                                 ｔｅｌ.０２３４-２２-１２２３   ｆａｘ.０２３４-２４-８３５０

                                 ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｓａｋａｔａ-ｋａｎｋｏｕ.ｃｏm/

       
        



36 企 業 広 告

▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）
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▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪  企　 業　 広　 告  ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪ ▪

（50音順）

損害保険ジャパン日本興亜株式会社

ロイヤルネットワーク株式会社

ブース展示 協力企業

（50音順）



38 名 刺 広 告

一
般
社
団
法
人 

酒
田
地
区
歯
科
医
師
会

会
長髙

橋　
義
夫

〒
９
９
８-

０
０
３
６

山
形
県
酒
田
市
船
場
町
２-

１-

30

☎
０
２
３
４-

２
２-
０
８
９
４

（50音順）

一
般
社
団
法
人 

酒
田
地
区
医
師
会
十
全
堂

会
長栗

谷　
義
樹

〒
９
９
８-

０
０
３
６

山
形
県
酒
田
市
船
場
町
２-

１-

31

☎
０
２
３
４-

２
２-

０
５
５
８

有
限
会
社
池
亀
商
店

代
表
取
締
役

池
田　
靖
雄

〒
９
９
８-

０
８
７
５

山
形
県
酒
田
市
東
町
１-

26-

12

☎
０
２
３
４-

２
４-

５
２
０
５

株
式
会
社
三
栄
メ
デ
ィ
カ
ル

代
表
取
締
役

市
川　
和
宏

〒
９
９
０-

２
４
４
５

山
形
県
山
形
市
南
栄
町
２-

15-

23

☎
０
２
３-

６
３
４-

５
０
８
６

三
栄
カ
ル
デ
ィ
オ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

塩
谷　
周
平

〒
９
９
０-

０
８
３
２

山
形
県
山
形
市
城
西
町
４-

３-

31

☎
０
２
３-

６
４
３-

２
５
８
５

酒
田
地
区
薬
剤
師
会

会
長佐

藤　
義
朗

〒
９
９
８-

０
０
３
６

山
形
県
酒
田
市
船
場
町
２-

１-

30

☎
０
２
３
４-

２
６-

３
４
８
９

秀
麗
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
松　
盛
生

〒
９
９
８-

０
０
５
３

山
形
県
酒
田
市
若
宮
町
２-

16-

１

☎
０
２
３
４-

３
１-

１
５
３
３

株
式
会
社
荘
内
銀
行

取
締
役
頭
取

國
井　
英
夫

〒
９
９
７-

８
６
１
１

山
形
県
鶴
岡
市
本
町
１-

９-

７

☎
０
２
３
５-

２
２-

５
２
１
１

庄
内
園
芸
緑
化
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
部　
佐
界

〒
９
９
８-

０
８
５
９

山
形
県
酒
田
市
大
町
２-

７

☎
０
２
３
４-

２
６-

０
５
２
０

第4回全国地方独立行政法人病院協議会総会に協賛します
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タ
ニ
コ
ー
株
式
会
社 

酒
田
営
業
所

所
長井

上　
喜
法

〒
９
９
８-

０
８
５
３

山
形
県
酒
田
市
み
ず
ほ
２-

19-

５

☎
０
２
３
４-

２
３-

７
３
７
８

日
清
医
療
食
品
株
式
会
社 
仙
台
支
店

支
店
長田附　

昭
一

〒
９
８
０-

０
８
１
１

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
１-

９-

１

仙
台
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
23
階

☎
０
２
２-

２
２
１-

８
２
２
１

株
式
会
社
メ
コ
ム

代
表
取
締
役

安
部　
弘
行

〒
９
９
０-

０
０
３
９

山
形
県
山
形
市
香
澄
町
２-

９-

21

☎
０
２
３-

６
２
２-
８
６
７
３

株
式
会
社
山
形
銀
行

取
締
役
頭
取

長
谷
川　
吉
茂

〒
９
９
０-

８
６
４
２

山
形
県
山
形
市
七
日
町
３-

１-

２

☎
０
２
３-

６
２
３-

１
２
２
１

官
公
需
適
格
組
合

山
形
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

黒
田　
美
喜
男

〒
９
９
０-

０
０
４
２

山
形
県
山
形
市
七
日
町
３-

１-

９

山
形
商
工
会
議
所
会
館
3
階

☎
０
２
３-

６
３
５-

２
３
７
０

（50音順）

総会開催をお祝い申し上げるとともに、ますますのご隆盛を祈念します
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一般社団法人山形県医師会

一般社団法人酒田地区医師会十全堂

一般社団法人鶴岡地区医師会

公益社団法人全国自治体病院協議会山形県支部

山形県自治体病院協議会

後  援

本会を開催するにあたり、御後援いただきました上記の団体、
また、広告・ブース展示に御協賛いただきました企業の皆様に

厚くお礼申し上げます。

当番世話人　栗谷　義樹
地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　理事長





日 時●平成27年11月6日（金）
11：00～19：15

会 場●ホテルリッチ＆ガーデン酒田
1階 「スカンジナビア」

【当番病院】
地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構
日本海総合病院
〒998‒8501 山形県酒田市あきほ町30番地
電話：0234-26-2001（代表）
FAX：0234-26-5114

日本海総合病院
地方独立行政法人 山形県・酒田市病院機構

全国地方独立行政法人病院協議会
総 会

第４回

山居倉庫

酒田まつり

本間家旧本邸

秀峰「鳥海山」と飛島

「酒田湊・甚句流し」踊りパレード
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